
視聴方法はホームページをご覧ください

事前に当院のホームページを
ご覧いただき、設定の準備を
してご視聴ください。

不明点などは、
お気軽にお電話（左記）で
お問合せください。

お問合せ
ふれあい鎌倉ホスピタル
☎0467-23-1111（代表）
鎌倉市御成町9ｰ5

　神経難病の「パーキンソン病」は、神経伝
達物質・ドーパミンの働きが不十分になり、振
戦・筋強剛・姿勢反射障害などを起こします。
現在の治療では、ドーパミンを補う薬物療法
のほか、脳深部刺激なども行なわれていま
す。パーキンソン病について解説します。

神経難病を知ろう パーキンソン病　その❷　　　

オンライン
医学講座視

聴
無
料

PC ⁄ スマホ ⁄タブレットを使ってネットでご自宅視聴を！

６月30日（金）14：00から日 時

講 師 ふれあい鎌倉ホスピタル　
  神経・脳卒中専門外来   小出 隆司  医師

ＱＲコードから専用フォームで申込みを

右のQRコードを読取ると
申込みページが表示されます →

Zoom配信で行なう講座です。
事前に当院ホームページから
お申込みください。

※申込締切は、6月27日火11：00です。

お問合せ
湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾１８３３

　コロナ禍がひとまず落ち着きはじめまし
た。久しぶりに人と直接会い、旧交を温める
こともあるかと思います。そのような時に役
立つ「他者とのより良いコミュニケーション」
について、カウンセリングの手法をベースに
紹介します。是非、皆さまご視聴ください。

より良いコミュニケーションのヒント

オンライン
医学講座視

聴
無
料

PC ⁄ スマホ ⁄タブレットを使ってネットでご自宅視聴を！

６月28日（水）14：00から日 時

講 師 湘南さくら病院　
　　　  心理室   黒住 享弘 臨床心理士

一次選考：書類

地域の関係機関や企業に、
健康診断を案内するお仕事です。
地域貢献度の高い営業職です。

今回の募集は正社員

主な仕事内容

チャンス！！

応募先（勤務地）

茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3
茅ケ崎駅から徒歩5分

0467-
86-6570
kensin@fureai-g.or.jp

湘南健康管理クリニック営業
自動車運転免許 必須！

履歴書 職務経歴書

女性も活
躍中！

（未経験
でも応募

可能）

ご郵送くださいご郵送ください
月給19万円～

（未経験者）
茅ケ崎駅北口から徒歩５分

ご応募は、
お電話かＨＰから

0467（86）6530 などなど

■ 保育所あり
■ 単身用の
     入居住宅あり

の新病棟2023年１月
オープン

茅ケ崎中央病院

看護師・看護補助
を大募集 CHEC

K！！！
CHEC

K！！！

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
予
防
に

心
臓
を
リ
ア
ル
に
画
像
化
す
る「
冠
動
脈
造
影
検
査
」

循
環
器
内
科
で
受
診
を

　
　
　
湘
南
東
部
総
合
病
院

突
然
死
を
防
ぐ
た
め
に
冠
動
脈
を
確
か
め
ま
し
ょ
う

循
環
器
内
科
部
長 

薄
葉
文
彦 

医
師

「
狭
心
症
」
や
「
急
性
心
筋
梗
塞
」

な
ど
が
そ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。
心

臓
を
取
り
囲
ん
で
い
る
冠
動
脈
と

い
う
血
管
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ

の
血
管
の
内
側
が
狭
く
な
っ
た

り
、あ
る
い
は
詰
ま
っ
た
り
し
て
、

本
来
、
心
臓
に
送
る
べ
き
血
液
の

流
れ
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
病
気

で
す
。

　

当
然
、
血
液
に
よ
っ
て
運
ば
れ

る
体
に
必
要
な
酸
素
や
栄
養
も
不

足
す
る
の
で
、
体
に
と
っ
て
悪
い

症
状
が
出
ま
す
。

が
、
ど
の
よ
う
な
病
気
が
多
い
で

す
か
？

　

Ａ
．
心
臓
の
病
気
で
大
部
分
を

占
め
て
い
る
の
は
、「
虚
血
性
心

疾
患
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
Ｑ
．
心
臓
病
は
、
心
臓
の
内
部

に
障
害
が
起
こ
る
も
の
や
、
心
臓

を
取
り
囲
む
組
織
（
血
管
な
ど
）

に
異
常
が
起
こ
る
も
の
な
ど
、
い

く
つ
か
種
類
が
あ
る
と
思
い
ま
す

た
り
（
狭
窄
）、詰
ま
っ
た
り
（
閉

塞
）
す
る
と
、
心
筋
は
壊
死
し
て

し
ま
い
ま
す
。
一
度
壊
死
し
た
心

筋
は
再
生
さ
れ
ず
、
心
臓
自
体
が

弱
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

弱
っ
た
心
臓
で
は
、
ポ
ン
プ
の

よ
う
に
、
必
要
な
血
液
を
全
身
へ

送
り
届
け
る
こ
と
も
難
し
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
必
要
な
薬
を
服

用
し
な
か
っ
た
り
、
塩
分
の
取
り

過
ぎ
、
疲
労
の
蓄
積
、
感
染
症
の

罹
患
、
不
整
脈
な
ど
が
あ
る
と
、

「
心
不
全
」
と
い
う
状
態
に
陥
っ

て
い
き
ま
す
。

臓
の
筋
肉
）
が
元
気
で
あ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
心
筋
に
栄
養
を
送
っ

て
い
る
「
冠
動
脈
」
が
狭
く
な
っ

　

心
臓
に
は
、
全
身
に
血
液
を
送

り
出
す
「
ポ
ン
プ
」
の
よ
う
な
機

能
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
正
常

に
維
持
す
る
た
め
に
は
、心
筋（
心

　

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
は
、「
虚
血
性
心
疾
患
」
の
一
つ
で
す
。
心
臓
を
取
り
囲
ん

で
い
る
血
管
の
「
冠
動
脈
」
に
障
害
が
起
こ
り
、
心
臓
の
筋
肉
に
必
要
な
栄
養
や
酸

素
を
送
る
こ
と
が
で
き
ず
、
心
臓
が
酸
欠
（
虚
血
）
状
態
に
な
る
病
気
で
す
。

冠動脈造影ＣＴ

冠動脈が石灰化して
血液をつまらせる

実際の画像

２DのCT画像３DのCT画像

心臓の画像を作成

取材協力

●日本循環器学会
　　　　循環器専門医
●日本心血管インターベンション
　　　　治療学会専門医
●日本内科学会
　　　　総合内科専門医

薄葉 文彦医師
  うすば　  ふみひこ
湘南東部総合病院 
循環器内科部長

　

心
臓
に
障
害
を
起
こ
す
背
景
に

は
、
乱
れ
た
生
活
習
慣
や
基
礎
疾

患
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

喫
煙
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

高
値
・
高
血
圧
は
、「
三
大
危
険

因
子
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
因
子
を
有
し
て

い
る
人
の
ほ
か
、
胸
痛
や
息
切
れ

な
ど
を
抱
え
る
場
合
は
、「
少
し

様
子
を
み
て
み
よ
う
」
と
い
う
悠

長
な
考
え
で
は
な
く
、
早
め
に
循

環
器
内
科
を
受
診
し
て
、
心
臓
の

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。「
そ
の

う
ち
治
る
だ
ろ
う
」
と
軽
く
考
え

て
い
る
間
に
も
、
心
臓
は
弱
っ
て

い
き
ま
す
。

　
「
虚
血
性
心
疾
患
」（
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
の
こ
と
）
は
、
心
臓
を

取
り
囲
む
冠
動
脈
に
障
害
が
起
こ

る
も
の
で
す
。
こ
れ
を
調
べ
る
検

査
の
一
つ
に
、Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た「
冠

動
脈
造
影
検
査
」
が
あ
り
、
入
院

せ
ず
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
冠
動
脈
の
様
子
を
画
像
で
確

認
で
き
、
石
灰
化
や
詰
ま
っ
て
い

る
部
分
が
わ
か
り
ま
す
。

　

検
査
は
、
発
作
が
起
こ
る
前
の

予
防
と
な
る
よ
う
に
、
定
期
的
に

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
さ
ら

に
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
を
発
症

し
た
こ
と
が
あ
る
人
で
も
、
定
期

検
査
は
重
要
で
す
。
検
査
を
受
け

な
か
っ
た
こ
と
で
、
再
発
し
た
人

は
少
な
く
な
い
か
ら
で
す
。
心
臓

病
の
リ
ス
ク
が
あ
る
人
、
ま
た
は

心
臓
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人

は
、
循
環
器
専
門
の
医
師
や
、
検

査
機
器
が
整
っ
た
病
院
で
定
期
的

な
受
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
悪
化
し
て
い
く
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
。
手
遅
れ
に
な
っ
て

し
ま
う
前
に
、
検
査
を
受
け
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
湘
南
東
部
総
合
病
院
の
薄
葉
文

彦
医
師
に
、
狭
心
症
の
怖
さ
や
検
査
な
ど
に
つ
い
て
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
そ
の
う
ち
」は
ダ
メ

　
Ｑ
．
狭
心
症
と
急
性
心
筋
梗
塞

は
、
ど
う
異
な
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
虚
血
性
心
疾
患
の
う
ち
、

ま
ず
「
狭
心
症
」
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
冠
動
脈
の
内

側
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
脂
肪
な

ど
が
蓄
積
し
て
、
一
時
的
に
心
臓

に
行
く
血
液
が
不
足
し
た
状
態
で

す
。
息
切
れ
や
胸
痛
が
起
こ
り
、

時
間
は
数
分
、
長
く
て
も
15
分
ほ

ど
で
お
さ
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
「（
急
性
）
心
筋

梗
塞
」
は
、
冠
動
脈
に
血
栓
が
で

き
て
完
全
に
血
管
が
詰
ま
っ
て
し

ま
い
、
心
臓
の
筋
肉
に
行
く
血
液

が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
状
態
で

す
。
突
然
、胸
部
が
激
し
く
痛
み
、

締
め
付
け
感
に
襲
わ
れ
、
呼
吸
困

難
や
嘔
吐
も
起
こ
り
ま
す
。
恐
ろ

し
い
こ
と
に
、
そ
れ
が
20
分
以
上

も
続
き
ま
す
。
血
液
が
届
か
な
く

な
っ
た
心
臓
の
筋
肉
は
壊
死
し
、

迅
速
に
治
療
を
開
始
し
な
い
と
命

に
関
わ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
は
、
狭
心
症
は
軽
症
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

　

Ａ
．
い
え
、
こ
れ
ら
の
病
気
で

本
当
に
怖
い
の
は
、
普
段
は
「
何

も
問
題
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
方

が
、
初
め
て
発
作
を
起
こ
し
た
時

に
は
、
も
う
す
で
に
病
気
が
進
行

し
て
い
て
、
時
に
は
手
遅
れ
に
な

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
実
際
に
、
狭
心
症
の
患
者
さ

ま
の
う
ち
、「
胸
痛
」
を
主
症
状

と
し
て
循
環
器
内
科
を
受
診
さ
れ

た
方
は
、
２
割
も
い
ま
せ
ん
。
ほ

と
ん
ど
の
方
は
、「
な
ん
と
な
く

息
切
れ
が
し
た
か
も
」「
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
感
じ
は

あ
っ
た
け
れ
ど
、
年
を
と
っ
た
か

ら
だ
と
思
っ
て
」
と
、
受
診
の
必

要
性
に
気
付
か
な
い
ま
ま
で
進
行

し
て
し
ま
う
病
気
な
の
で
す
。

　
「
毎
年
、
心
電
図
検
査
を
受
け

て
い
る
か
ら
私
は
大
丈
夫
」
と

お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
方
も
い
ま
す

が
、
検
査
の
時
に
心
臓
に
障
害
が

出
な
い
限
り
、
心
電
図
で
は
「
異

常
」
と
認
識
さ
れ
ず
、
狭
心
症
を

患
っ
て
い
る
方
で
も
心
電
図
は

「
正
常
」
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
ど
う
す
れ
ば
狭
心
症
は
早

期
に
発
見
で
き
る
の
で
す
か
？
狭

心
症
は
悪
化
し
て
発
作
が
出
る
ま

で
わ
か
ら
な
い
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
狭
心
症
は
心
筋
梗
塞
に
な

る
前
で
あ
れ
ば
、
治
療
で
ほ
と
ん

ど
の
方
が
治
り
ま
す
。
で
す
か
ら

症
状
が
な
く
て
も
、
一
度
は
検
査

を
受
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

狭
心
症
の
検
査
に
は
、
体
の
負
担

が
少
な
い
「
冠
動
脈
造
影
検
査
」

（
Ｃ
Ｔ
検
査
）
な
ど
、
比
較
的
受

け
や
す
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
異

常
が
見
つ
か
れ
ば
、
早
い
段
階
で

治
療
を
始
め
ら
れ
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
心
臓
に
関
す
る
検

査
を
充
実
さ
せ
て
お
り
、
循
環
器

を
専
門
に
し
て
い
る
医
師
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
受
診

く
だ
さ
い
。

湘
南
東
部
総
合
病
院

受
診
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
６
７・８
３・９
１
９
２

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

茅
ケ
崎
駅
な
ど
か
ら
無
料
バ
ス
有

入
院
な
し
の
気
軽
さ

健康生活お役立ち新聞健康生活お役立ち新聞
発行所　（有）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370　電話（0467）58-5678 
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ナーシングホーム元町

茅ヶ崎市元町10-3
sono-motomachi@fureai-g.or.jp

0467-88-2500

まずはご見学を！お気軽にお申込みください 北茅ケ崎駅北茅ケ崎駅

1

茅ケ崎駅

茅ヶ崎駅前 一里塚

中央公園

茅ケ崎
中央病院

イオン
スタイル

市役所

辻堂駅▶�

北口

文化会館
文化会館

駅徒歩
５分

1

ナーシングホーム元町

リニューアルオープン

2023年５月より入居開始

介護付有料老人ホーム

部屋増設 身近な介護 訪問リハ 生活訓練 通院付添

　運営実績２３年、地元の皆さまに「住む人に身近な介護ができる施設」としてご好評
いただいている「ナーシングホーム元町」が、共用空間を拡張し、設置居室数も増やして
新たに生まれ変わりました。
　当施設では、協力医療機関（茅ケ崎中央病院）から現役の理学療法士・言語聴覚士
が来館して入居者さまに提供する「個別リハビリテーション」が大変好評であり、さらに
施設スタッフによる「生活向上訓練」など、暮らし全般において、今ご自身でできることを
末永く続けられるように支援する取り組みを行なっております。
　今回のリニューアルによって、ご夫婦またはお二人ご一緒のお部屋で生活できる
「お二人様用居室」を用意し、さまざまなニーズに応えられる環境を実現しています。

共有スペースと居室数を拡充！ご夫婦（２名同室）部屋も誕生。

増築 リニューアルオープン
ナーシングホーム元町

湘南ふれあいの園

６月１日木 ‒６月11日日
６月の見学・入居相談会のお知らせ

ふれあいグループ 検索

詳細・応募はここからも

薬剤師 / 臨床検査技師 / 介護福祉士
（デイケア担当）

ご希望者・お問合せはお気軽にご連絡ください

医療スタッフ募集 2020年竣工の新病院
ブランク明け歓迎
駅近！人気エリア

（鎌倉駅西口から海方面・御成通りを徒歩３分）〒248-0012 鎌倉市御成町９-５

医療法人
大樹会 ふれあい鎌倉ホスピタル

0467-23-1111（代） kama-hos@fureai-g.or.jp

医療事務 総務課・欠畑

QRコードから→

電話
☎0467-83-9111
　　　    
インターネット

３名/資格不問
職 種

人数/資格
応  

募
175,800円～月 給

茅ヶ崎市西久保500
湘南東部総合病院 茅ケ崎駅・香川駅・寒川駅

または茅ヶ崎市内各所から
無料シャトルバス運行中！

通勤利用OK♪

求人

勤務地

ご応募は、お電話で！

　 0467
（54）8111
ＴＥＬ

月給175,800円～（常勤）

介護福祉士やホームヘルパー2級
の資格所有者

経験者は優遇！
皆勤手当や医療補助など有
メール応募もOK（oka@fureai-g.or.jp）

介護スタッフ大募集
常勤・非常勤

香川駅香川駅

小
出
川

慶應義塾大学慶應義塾大学

茅ケ崎
新北陵病院
茅ケ崎
新北陵病院

湘南さくら病院湘南さくら病院

文教大学文教大学

茅ケ崎
里山公園
茅ケ崎
里山公園

秋葉台
公園

秋葉台
公園介護老人保健施設

ふれあいの丘
介護老人保健施設

ふれあいの丘

経験ナシ
＋

力仕事
自信アリ

OK

医療用品などの仕入れ・出庫管理・配送業務！

未経験スタートの先輩多数
※

※普通自動車免許必須

応募先

茅ヶ崎市円蔵
370-20
（北茅ケ崎駅徒歩7分）

0467-84-0167
〒253-0084

フォーライフ企画
株式会社

正社員募集！
長期勤続によるキャリア形成
のため30～40代を積極採用

ふれあいグループ

 ◆電話（☎0467-88-1263担当/金子・安野）でのお問合せ・ご応募もOK！

～医療・介護・福祉・教育の関連施設（主に神奈川県内）でのお仕事をご案内～

まずはご応募から

お住まいと職場をマッチング‼
便利なQRコードでエントリーを！

追ってご連絡致します。
から

❶

❷ ふれあいグループご連絡を差上げます

などなど…

たくさんの
職種が
 あります♪

人事/経理
ドライバー

介護士

各種
に常勤

・非常勤あり

◆60歳まで（定年制のため） ◆社保完備、医療補助あり ◆経験者、管理栄養士 優遇
調理師または栄養士調理師または栄養士正社員

ワークライフバランスが良好！医療・介護施設でのお仕事です。

電
話
応
募

面 

接

採
用
手
続
き

現
場
へ
！

茅ヶ崎市内
または
湘南エリアの
医療・介護系施設080（9455）2394

担当/タケシロ

㈱メディカルフーズ
会社所在地：茅ヶ崎市円蔵370-20

書類選考なしで即、面接！

急募

　

○
…
こ
の
春
で
着
任
し
て
か

ら
丸
一
年
を
迎
え
ま
し
た
。「
当

院
が
あ
る
エ
リ
ア
は
地
元
で
す
。

大
学
に
通
う
た
め
に
四
国
で
下

宿
を
始
め
る
ま
で
、
藤
沢
や

鎌
倉
で
育
ち
ま
し
た
」。
医
学

の
中
で
も
「
脳
神
経
」
と
い
う

分
野
に
興
味
を
も
っ
た
理
由
を
、

「
謎
が
多
い
領
域
と
感
じ
た
か

ら
」
と
率
直
な
感
想
で
こ
た
え

ま
す
。「
原
因
や
治
療
法
が
ま

だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
、

ま
た
は
未
知
の
疾
患
が
多
い
と

こ
ろ
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
教
科

書
に
は
載
っ
て
い
な
い
よ
う
な
、

未
開
拓
な
部
分
に
手
を
伸
ば
し

た
く
て
」。
明
朗
な
話
し
方
に
、

明
る
い
表
情
も
加
わ
り
ま
す
。

　

○
…
香
川
医
科
大
学
（
現
・

香
川
大
学
医
学
部
）を
卒
業
後
、

日
本
で
唯
一
の
脳
の
専
門
機
関

で
あ
る
「
新
潟
大
学
脳
研
究
所
」

で
さ
ら
に
脳
神
経
分
野
を
修

め
、
赴
任
し
た
病
院
現
場
で
は
、

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
」「
脊
髄
小

脳
変
性
症
」「
筋
萎
縮
性
側
索

硬
化
症
」
な
ど
の
神
経
難
病
を

多
く
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　

○
…
「
新
潟
の
ほ
か
、
富

山
や
秋
田
と
い
っ
た
高
齢
化
が

激
し
い
地
域
に
16
年
間
勤
務
し

た
経
験
は
、
現
在
の
日
本
に
お

い
て
は
、
ど
の
現
場
で
も
活
き

て
き
ま
す
。
当
院
で
も
同
じ
で

す
」。
小
出
医
師
は
日
本
脳
卒

中
学
会
の
専
門
医
資
格
も
有
し
、

「
当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
脳
卒

中
を
抱
え
た
患
者
さ
ま
に
も
重

要
な
医
療
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
専
門
性
を
も
っ

て
、
地
元
の
患
者
さ
ま
の
健
康

に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
、
尽
力

い
た
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

この「人」に聞く

    

未
解
明
は
挑
戦
の
好
機

　
　
　
　     

脳
神
経
医
学
を
追
求

小出 隆司 医師
 （こいで たかし）　　　　

ふれあい鎌倉ホスピタル
【 神経・脳卒中専門外来 】
日本内科学会 総合内科専門医

日本神経学会認定 神経内科専門医
　　　　　　　　　　               ほか

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院

自
立
に
向
け
て
着
実
に
支
援

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
（
茅
ヶ
崎
市
行
谷
）
に
は
、

「
訪
問
介
護
事
業
所
」
が
あ
り
、
利
用
者
の
自
宅
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
の
訪
問
介

護
事
業
所
は
、
２
０
１
５
年
に
開

設
し
、
今
夏
で
８
年
目
を
迎
え
ま

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き

な
励
み
と
な
り
、
利
用
者
さ
ま
が

１
日
１
日
、
よ
り
良
い
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
尽
力
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

訪
問
介
護
の
ご
利
用
希
望
は
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
通
じ

て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
依
頼
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院

訪
問
介
護
事
業
所

☎︎
０
４
６
７・５
３・４
１
１
１
㈹

訪
問
エ
リ
ア
…
茅
ヶ
崎
市
内
を
中

心
に
、
近
隣
地
域
（
詳
細
は
お
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

す
。
現
在（
２
０
２
３
年
４
月
）、ス
タ
ッ

フ
は
９
名
で
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責

任
者
２
名
、
ヘ
ル
パ
ー
７
名
が
所

属
し
て
い
ま
す
。

　

提
供
し
て
い
る
介
護

内
容
に
は
、「
身
体
介
護

サ
ー
ビ
ス
」
と
「
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
、

利
用
者
が
自
分
の
住
ま

い
で
安
全
に
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
具
体
的
な
支

援
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
加
え
て
同
院
で
は
、
た

だ
介
護
を
す
る
の
で
は
な

く
、
利
用
者
が
自
立
し
て
よ
り
良

い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
考
え
た
サ
ー
ビ
ス
に
、
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

信
頼
関
係
と
見
守
り
の
安
心
感

　

訪
問
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を

紹
介
し
ま
す
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

　
「
昨
春
に
腰
椎
圧
迫
骨
折
で
入

院
治
療
を
受
け
た
後
、
退
院
し
て

独
居
生
活
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
高
齢
の
方
か
ら
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
ご
依
頼
が
あ
り
、
家

事
や
買
い
物
な
ど
を
行
な
う
『
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
』
の
提
供
を
始

め
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
利
用
者
さ

ま
と
一
緒
に
掃
除
を
行
な
う
こ
と

も
し
な
が
ら
、
動
作
な
ど
の
確
認

も
し
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
パ
ー
が
利
用
者
さ
ま
の
ご

様
子
の
変
化
を
気
に
留
め
る
こ
と

は
、
利
用
者
さ
ま
に
“
見
守
ら
れ

て
い
る
”
と
い
う
安
心
感
が
生
ま

れ
る
よ
う
で
、『
あ
な
た
が
頼
み

よ
』
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
く

安全な掃除の仕方を支援することもサービスの一つ

同院の訪問介護スタッフ

2



卒業式、入学式 を挙行しました
2022年度 2023年度

キャンパスツアー オープンラボ
バイタル検査を

実際にやってみよう！ 化学実験や漢方薬
の体験ができる⁉

045-821-0115

横浜市戸塚区上品濃16-48東戸塚キャンパス

横浜山手キャンパス

nyushi@sums.ac.jp

〒244-0806

横浜市中区山手町27
〒231-0862

医療薬学科 看護学科 作業療法学専攻 理学療法学専攻

OPEN
CAMPUS
6.24 7.22 SATSAT

0467-84-6501
yuri-rk@fureai-g.or.jp

看護師または准看護師
2名

面接

医療法人社団 康心会 

ふれあいの百合  茅ヶ崎市南湖１－6－14

詳細はこちら

募 集

人 数

選 考

勤務地

いずれかの免許必須

お電話、メール、または
ホームページ（ＱＲコード）からご応募ください。

◀

介護老人保健施設での看護スタッフ募 集 陽だまり薬局 本店
勤務地／茅ヶ崎市西久保394-1

まずはお気軽にお電話ください。
勤務時間・給与・雇用形態（常勤 /非常勤）ほか
について、個別の内容に沿ってお伝えいたします。

ご応募の際は、書類等をご用意ください。
履歴書・職務経歴書・各種免許（写し含む）など

☎0467
  （84）6860

1

2

お問合せ・ご応募

募
集！薬剤師

安定の仕事
医療・介護 消防設備点検系施設での

（有）エフ.アンド.ユアライフ
本社所在地：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370

☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp

甲種消防設備士 
普通自動車免許

募集
会社

応募
先

必須経験により給与を考慮　　多数の資格所有者は厚遇！ beauty business

主に湘南エリア（または横浜近郊）
の医療・福祉施設で、
カット/シャンプー/カラー
などを行なう仕事です。

美容師OR理容師の免許必須
募集は１名！お早めにご応募を

訪問美容員さん募集

公共交通機関で現場へ直行・直帰
週２～５日（10：00～17：00）勤務
時給1,300円～1,400円㈱フォーライフ企画 商品課

 （理美容担当 /安永・柏）

お問合せ・ご応募

0467-84-0167

す
。
同
じ
看
護
師
の
夢
を
も
つ
者

同
士
の
交
流
は
、
得
る
も
の
が
多

く
、
絶
好
の
機
会
と
な
る
は
ず
で

す
。
ご
友
人
と
ご
一
緒
に
、
た
く

さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
」

現
場
で
必
要
な
即
応
力
を
習
得

　
「
本
校
・
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学

校
は
、
医
療
・
福
祉
系
の
施
設
を

多
数
も
つ
『
ふ
れ

あ
い
グ
ル
ー
プ
』

の
全
面
的
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
あ

り
、
実
際
の
医
療

現
場
で
求
め
ら
れ

る
高
い
技
術
力
を

し
っ
か
り
と
身
に

付
け
ら
れ
る
学
校
で
す
。
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
是
非
、
看
護
の

魅
力
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
」。

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

☎︎
０
４
６
７・８
６・６
０
１
１

茅
ヶ
崎
市
今
宿
３
９
０

看
護
技
術
の
ほ
か
座
談
会
も  

充
実
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パス
で
体
験
を

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

　

茅
ケ
崎
駅
を
最
寄
り
と
す
る

「
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
」
で
は
、

看
護
師
と
い
う
職
業
へ
の
理
解
や

魅
力
を
伝
え
、
看
護
師
を
目
指
す

人
の
た
め
に
、
技
術
体
験
や
座
談

会
が
あ
る
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
」
を
開
催
し
ま
す
＝
左
下
表
。

　

同
校
の
担
当
者
は
次
の
よ
う
に

話
し
て
い
ま
す
。「
在
校
生
た
ち

は
、
当
日
ご
来
場
さ
れ
る
方
と
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

13：00～16：00（各日）
茅ヶ崎看護専門学校

at

6／10
8／8

土

火

7／15
8／26

土

土

看護師という職業について／
看護技術体験／学校説明／
入試説明／個別相談 など

在校生とふれあう学校選
び

に必須！

詳細は
ＱＲコード
から

 オープン
キャンパス
 オープン
キャンパス

授
業
の
準
備
を
す
る
同
校
の
学
生

オープンキャンパス（看護技術体験）

獣
医
学
部
と
同
様
に
、
じ
っ
く
り

と
時
間
を
か
け
て
資
質
を
身
に
付

け
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、『
緩
和
医
療
』
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
患
者

さ
ま
を
心
身
の
苦
痛
か
ら
解
放
す

る
こ
と
を
含
ん
だ
医
療
で
す
。
患

者
さ
ま
は
体
の
痛
み
に
加
え
て
、

精
神
的
、
社
会
的
、
霊
的
な
面
で

も
、
痛
み
を
と
も
な
う
こ
と
が
多

い
の
で
す
」

Ａ
Ｉ
に
は
な
い「
資
質
」を

　
（
続
き
）「
薬
剤
師
の
役
割
は
、

調
剤
や
処
方
箋
の
確
認
と
い
う
薬

剤
知
識
を
活
用
し
、
医
師
や
看
護

師
等
と
協
力
し
て
、
ま
ず
は
体
の

痛
み
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
緩
和
医
療
の
場
合
、

そ
の
方
の
心
に
寄
り
添
い
、
総
合

的
に
痛
み
を
和
ら
げ
る
こ
と
も
大

　

横
浜
市
東
戸
塚
に
あ
る
「
湘
南

医
療
大
学
」
は
、
２
０
２
１
年
春

に
薬
学
部
を
開
設
し
ま
し
た
。
看

護
や
リ
ハ
ビ
リ
療
法
を
学
ぶ
医
療

大
学
と
し
て
の
実
績
を
活
か
し
、

薬
学
教
育
の
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト

「
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
の
養
成
」

を
打
ち
立
て
て
い
ま
す
。
薬
学
部

医
療
薬
学
科
の
加
賀
谷
肇
教
授
の

お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
加
賀
谷
教
授
）「
薬
学
教
育
が

６
年
制
に
な
っ
た
大
き
な
理
由

は
、
医
療
人
と
し
て
の
姿
勢
を
学

ぶ
た
め
に
、
医
学
部
／
歯
学
部
／

「
臨
床
に
強
い
」と
は
？ 

医
療
現
場
が
身
近
に
あ
る
薬
学
教
育

湘
南
医
療
大
学  

薬
学
部

切
で
す
。
古
く
は
、
薬
剤
師
は
薬

と
い
う
“
モ
ノ
”
を
中
心
に
学
問

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
代
社
会

で
は
患
者
さ
ま
と
い
う
“
ヒ
ト
”

と
の
対
応
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
学
で
は
、
Ａ
Ｉ
に
は
で

き
な
い
『
人
と
し
て
、
人
に
向
き

合
う
こ
と
』
が
で
き
る
薬
剤
師
を

育
て
ま
す
。

　

本
学
は
、
グ
ル
ー
プ
病
院
を
17

施
設
有
し
、
医
療
・
教
育
の
実
践

現
場
が
身
近
に
存
在
し
ま
す
。
薬

学
部
で
は
、
看
護
学
科
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
と
共
に
、
１

年
次
か
ら
チ
ー
ム
医
療
の
基
礎
を

学
べ
る
環
境
が
あ
り
、
薬
学
の
基

礎
科
学
／
医
療
薬
学
／
衛
生
薬
学

を
習
得
し
、
現
場
で
臨
床
実
践
能

力
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。
充
実
し

た
教
育
陣
と
と
も
に
、
新
し
い
校

舎
の
研
究
施
設
で
皆
さ
ま
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
」。

■
湘
南
医
療
大
学

☎︎
０
４
５・８
２
１・０
１
１
１

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
48

Ｊ
Ｒ
東
戸
塚
駅
西
口
徒
歩
15
分

加賀谷教授（臨床薬剤学研究室）

注・平均的な出現時期を表示

歩 行

発症 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

車椅子 寝たきり
歩行障害 吸引

経管栄養
尿道カテーテル

気管切開

よく転ぶ

しゃべりにくい

目が動かない
飲み込みにくさ
排尿障害

頚部後屈
性格変化

認知症の症状

進行性核上性麻痺の経過
状
の
管
理
や
支
援
的
な
ケ
ア
が
中

心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
一
般
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る

治
療
法
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
身
体
療
法
…
理
学
的
療
法
や
作

業
療
法
、
言
語
療
法
な
ど
に
よ
っ

て
、
運
動
障
害
や
言
語
障
害
を
改

善
し
、
日
常
生
活
の
機
能
を
維
持

し
て
い
き
ま
す
。

▽
薬
物
療
法
…
症
状
の
管
理
の
た

め
に
、
抗
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
薬
や

抗
う
つ
薬
、
抗
不
安
薬
な
ど
が
使

用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
病
気
を
扱
っ
て
い
る
ふ
れ

あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
次

の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
（
担
当
ス
タ
ッ
フ
）「
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
や
認
知
症
の
症
状
の
兆
候

が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
他
の
病
気

と
の
鑑
別
に
は
、
専
門
性
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
進
行
性
核
上

性
麻
痺
は
、
高
齢
者
に
発
症
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
地
元
で
治
療

で
き
る
こ
と
が
理
想
的
で
す
。
当

院
で
は
、『
地
域
密
着
の
医
療
』

の
重
要
性
を
考
え
、
こ
の
よ
う
な

神
経
難
病
に
つ
い
て
も
、
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

わ
ば
っ
て
動
き
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
原　
因

　

進
行
性
核
上
性
麻
痺
の
原
因

は
、
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い

点
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、「
タ
ウ

タ
ン
パ
ク
質
」
の
異
常
が
関
与
し

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
神
経
細
胞
内
で
正
常

に
機
能
す
る
た
め
に
必
要
な
タ
ン

パ
ク
質
の
一
つ
で
す
が
、
進
行
性

核
上
性
麻
痺
で
は
、
異
常
な
タ
ウ

タ
ン
パ
ク
質
が
蓄
積
し
て
、
神
経

細
胞
の
機
能
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
診　
断

　

症
状
や
神
経
学
的
所
見
に
基
づ

い
て
診
断
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、

脳
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
検
査
や

神
経
心
理
学
的
検
査
も
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
病
気

の
診
断
は
難
し
く
、
他
の
神
経
変

性
疾
患
や
神
経
難
病
と
の
鑑
別
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
治　
療

　

進
行
性
核
上
性
麻
痺
に
関
す
る

特
定
の
治
療
法
は
存
在
せ
ず
、
症

　

神
経
難
病
の
一
つ
「
進し
ん
こ
う
せ
い

行
性

核か
く
じ
ょ
う
せ
い

上
性
麻ま

ひ痺
（Progressive Supranuclear 

Palsy

：
Ｐ
Ｓ
Ｐ
）
は
、中
枢
神
経
系

に
影
響
を
及
ぼ
す
神
経
変
性
疾
患

で
、主
に
高
齢
者
に
発
症
し
ま
す
。

　
症　
状

▽
運
動
障
害
…
進
行
性
の
歩
行
困

難
、
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
、
筋
力
低

下
の
ほ
か
、
こ
の
病
気
の
特
徴
と

も
い
え
る
眼
球
運
動
障
害
を
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
上
を
見
る

こ
と
が
難
し
く
な
る
眼
球
の
障
害

で
す
。

▽
知
的
機
能
の
低
下
…
記
憶
障
害

や
、
判
断
力
の
低
下
と
い
っ
た
認

知
症
の
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▽
行
動
・
精
神
症
状
…
反
復
動
作

が
多
く
な
っ
た
り
、意
欲
の
低
下
、

抑
う
つ
・
興
奮
・
不
安
の
様
子
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▽
言
語
障
害
…
発
語
力
の
低
下
、

話
す
速
度
の
遅
さ
、
発
音
の
乱
れ

な
ど
を
抱
え
ま
す
。

▽
眼が
ん
け
ん瞼

下
垂
…
ま
ぶ
た
が
下
が

り
、
上
ま
ぶ
た
を
開
き
に
く
く
、

視
野
が
狭
く
な
り
ま
す
。

▽
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
…
筋
肉
が
こ

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
神
経
・
脳
卒
中
専
門
外
来
（
担
当
医
・
小
出
隆

司
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
、
６
月
30
日
㈮
に
医
学
講
座
を
開
催
）
に

お
い
て
、「
進
し
ん
こ
う
せ
い

行
性
核か
く
じ
ょ
う
せ
い

上
性
麻ま

ひ痺
」
な
ど
の
神
経
に
関
す
る
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
同
院
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
病
気
の
症
状
か
ら
治
療
ま
で
を
解
説
し
ま
す
。

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

 

神
経
難
病
を
解
説
！

　
　
　 

「
進
行
性
核
上
性
麻
痺
」

特 集

担当
小出 隆司 医師

午
後

月 火 水 木 金 土
神経・脳卒中専門外来

西口

江ノ島電鉄

鎌倉駅

御成通り

JR横須賀線

ココ！
JR鎌倉駅西口から
御成通りを海方面へ
徒歩３分

アクセス

ふれあい鎌倉ホスピタル
TEL0467- 23 -1111㈹

鎌倉市御成町９-５
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視聴には、事前にお申込みが必要です

右のＱＲコードから、
当院ホームページの
「お申込みフォーム」
を表示できます。
視聴希望の方は、こちらのページから
事前にお申込み（ご予約）を
お願いいたします。

お問合せ
ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜１ｰ12

　原因がわからない頭痛やめまい、だるさ
･･･。もしかすると、それは脳脊髄液減少症
の症状かもしれません。まだあまり知られて
いない脳脊髄液減少症という疾患につい
て、治療の第一人者である篠永正道医師
が、皆さまにわかりやすく解説します。

脳脊髄液減少症について ～治療の最前線～

オンライン
医学講座視

聴
無
料

PC ⁄ スマホ ⁄タブレットを使ってネットでご自宅視聴を！

6月28日（水）15：00から日 時

講 師
ふれあい平塚ホスピタル　
 　　　　　 脳神経外科   篠永 正道  医師

視聴方法はホームページをご覧ください

視聴の際はWi-Fi接続を
おすすめしております。

視聴アプリの種類や
インストールの方法など、
ご不明点は左記電話番号へ
お問合せください。

お問合せ
茅ケ崎中央病院
☎0467-86-6530（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎２ｰ２ｰ３

　「下肢静脈瘤」に悩む方は多くなってい
ます。足の血管トラブルであり、静脈がコブ
のように膨らんでしまう病気ですが、実はこ
れは本質ではないのです。そんな下肢静
脈瘤の正体に迫りつつ、日帰り手術が可能
な最新の治療法を紹介いたします。

かし じょうみゃくりゅう
下肢静脈瘤の話
　

～基礎から最新グルー治療まで～

オンライン
医学講座視

聴
無
料

PC ⁄ スマホ ⁄タブレットを使ってネットでご自宅視聴を！

６月29日（木）14：00から日 時

講 師 茅ケ崎中央病院　
心臓血管外科部長   平沼 進  医師

ブランクがあって、現場への再就職に不安が…。
今さらだけど、「認知症ケア」を学びたい。

とにかく早く復職したい‼‼
取得した免許がもったいない！

このような方は、ぜひ湘南さくら病院へ。
働きやすい病院です！詳細はQRコードから♪

湘南さくら病院（茅ヶ崎市下寺尾1833）

（総務課・内田、真々田）

ご応募・お問合せ

0467-54-2255
サイトからご応募も可能　▶

看護師・准看護師常勤も！非常勤も！ スタッフ大募集♪

ほほえみ薬局本店
詳細は、下記へお問合せください。

0467-84-4661〒253-0083茅ヶ崎市西久保124-2

薬剤師
求む！ ほほえみ薬局 本店

■ 調剤を中心とするお仕事です
■ 茅ケ崎駅などから無料バス通勤が可能
■ 3名募集！常勤・非常勤が選べます

書類 面接選考

　

Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
南
口
か
ら
徒
歩
12
分
の
「
ふ
れ
あ
い

平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
健
康
診
断
で
は
、
血
管
を
調

べ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
あ
り
ま
す
。
同
院
の
兼
坂

茂
副
院
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
自
覚
症
状
が
な
い
病
気
に

対
し
、
ど
う
す
れ
ば
気
付
く
こ
と

が
で
き
ま
す
か
？

　

Ａ
．
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

毎
年
必
ず
特
定
健
康
診
査
（
特
定

健
診
）
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
特
定
健
診
は
、
メ
タ

ボ
を
発
見
し
、
生
活
習
慣
の
改
善

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
の
健
康

診
断
で
、
40
～
74
歳
ま
で
の
医
療

保
険
加
入
者
を
対
象
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

当
院
（
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ

タ
ル
）
は
、特
定
健
診
で
あ
る
「
平

塚
市
こ
く
ほ
の
健
診
」
の
実
施
医

療
機
関
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
Ｑ
．
健
診
と
一
緒
に
受
け
ら
れ

の
合
併
症
を
招
く
原
因
で
あ
る
た

め
、
早
期
に
発
見
し
て
治
療
を
始

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

男
女
合
計
で
は
13
番
目
に
高
い

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
は
、
健
診
の
受
診
者
（
同

協
会
加
入
者
）
の
結
果
を
都
道
府

県
別
に
集
計
し
、
公
表
し
ま
し
た

＝
一
部
を
上
表
に
掲
載
。

　

メ
タ
ボ
の
該
当
率
（
リ
ス
ク

保
有
率
）
が
最
も
高
か
っ
た
の

は
、
沖
縄
県
と
宮
城
県
（
と
も

に
19
．１
％
）、
続
い
て
北
海
道

（
18
．
７
％
）
で
あ
り
、
神
奈
川

県
（
17
．
１
％
）
は
全
国
平
均

（
16
．３
％
）を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

性
別
に
着
目
す
る
と
、
神
奈
川
県

で
は
男
性
の
該
当
割
合
が
高
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

る
、
お
す
す
め
の
検
査
は
あ
り
ま

す
か
？

　

Ａ
．
当
院
で
は
、
健
診
時
に
一

緒
に
受
け
ら
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
「
動
脈
硬
化
検
査
（
Ａ
Ｂ
Ｉ
）」

は
そ
の
一
つ
で
す
。動
脈
硬
化
は
、

放
っ
て
お
く
と
脳
卒
中
や
心
疾
患

な
ど
を
発
症
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
わ
ず
か

５
分
程
度
で
血
管
年
齢
を
調
べ
ら

れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
死
亡
率

の
高
い
疾
患
の
早
期
発
見
や
予
防

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
首
の
部
分
に
電
子
測

定
器
を
あ
て
る
だ
け
で
動
脈
硬
化

を
推
定
で
き
る
『
頸
動
脈
エ
コ
ー

検
査
』
を
あ
わ
せ
て
受
け
る
と
、

さ
ら
に
正
確
な
結
果
が
得
ら
れ
ま

す
。

　

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
は
保
険
適
用

外
に
な
り
ま
す
が
、「
自
分
の
体

に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た

い
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。　
　

  

取
材
協
力
／

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎︎
０
４
６
３・２
２・４
１
０
５

平
塚
市
袖
ヶ
浜
１
の
12

圧
高
値
」「
脂
質
異
常
」「
高
血
糖
」

の
３
項
目
の
う
ち
、
２
つ
以
上
に

該
当
す
る
人
を
指
し
ま
す
。ま
た
、

①
を
満
た
し
て
②
の
項
目
の
１

つ
に
該
当
す
る
人
は
、

「
メ
タ
ボ
予
備
群
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
の
状
態
が

続
く
と
、
動
脈
硬
化

が
進
行
し
、
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
メ
タ
ボ
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
習
慣
病

を
進
行
さ
せ
て
、
多
く

　

Ｑ
．
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
、
な
ぜ
治
療
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん

ど
な
い
た
め
、
治
療
を
始
め
な
い

人
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
進
行
す
る
と
、
ド
ミ

ノ
倒
し
の
よ
う
に
健
康
状
態
が
悪

化
し
、
重
篤
な
合
併
症
に
つ
な

が
っ
て
い
く
た
め
、
早
め
に
発
見

し
、
治
療
を
始
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
以
下
、メ
タ
ボ
）の
該
当
者
と
は
、

①
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
よ
っ
て
腹

囲
が
一
定
値
を
超
え
、か
つ
②「
血

山口県
5.7％

8.0％

7.2％

6.8％

5.6％

34

沖縄県

熊本県

神奈川県

全国平均

全国平均

男性 女性

沖縄県
23.1％

27.9％

26.6％

26.0％

23.8％

宮城県

福島県

神奈川県

…

…
…

…

全国平均

宮城県

北海道

神奈川県

…

沖縄県１ １9.1％

１6.3％

１9.1％

１8.7％

１7.1％

１

３

13

男女合計順位
全国平均

17

34

…
…

…
…

…

「協会けんぽの都道府県支部別医療費・健診結果の状況」（2020年度）を基に作成

神
奈
川
県
民
の
メ
タ
ボ
率

男
性
に
多
い
こ
と
が
判
明

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

自
覚
症
状
な
し
の
病
気
を
防
ぐ
に
は

兼
坂 

茂 

副
院
長

メタボリックシンドロームのリスク保有率

ふれあい平塚ホスピタル
総合診療科・循環器内科

兼坂 茂 副院長

〜
よ
く
あ
る
質
問
に
答
え
ま
す
〜

足
の
ボ
コ
ボ
コ
、ど
う
な
っ
ち
ゃ
う
の
？

取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
中
央
病
院 

平
沼
医
師

下
肢
静
脈
瘤

従
来
の
治
療
法
か
ら
進
化

カ
テ
ー
テ
ル
で
焼
灼
も

　

足
（
脚
）
の
静
脈
内
部
に
あ
る
逆
流
防
止
弁
に
障

害
が
起
こ
る
と
、「
下
肢
静
脈
瘤
」
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。静
脈
が
ボ
コ
ボ
コ
と
膨
ら
む
病
気
で
す
。

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
の
心
臓
血
管
外
科
部
長
を
務
め

る
平
沼
進
医
師
に
、
下
肢
静
脈
瘤
で
よ
く
あ
る
相
談

内
容
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

血
管
の
中
で
も
「
静
脈
」
は
、

体
中
の
細
胞
が
使
い
古
し
た
血
液

を
、
心
臓
に
戻
す
た
め
に
働
い
て

い
ま
す
。
脚あ
し
の
静
脈
に
血
液
が

滞
っ
て
し
ま
う
と
、「
下
肢
静
脈

瘤
」
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
静
脈

が
“
コ
ブ
”
の
よ
う
に
膨
ら
ん
で

【
よ
く
あ
る
相
談
内
容
❶
】

　

妊
娠
し
た
頃
か
ら
、
足
（
脚あ
し

）

の
血
管
が
コ
ブ
み
た
い
に
膨
ら
ん

で
き
ま
し
た
。
職
場
復
帰
し
た
最

近
は
、
脚あ
し

の
む
く
み
が
ひ
ど
く
、

疲
れ
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
（
平
沼
医
師
）「
脚あ
し
が
か
ゆ
く

な
っ
た
り
、
つ
っ
た
り
す
る
症
状

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、

し
ま
う
こ
の
病
気
は
、
老
若
男
女

問
わ
ず
発
症
し
ま
す
。

　

発
症
初
期
は
、
む
く
み
、
か
ゆ

み
、
だ
る
さ
、
こ
む
ら
返
り
な
ど

が
現
れ
ま
す
。
進
行
す
る
と
、
膝

か
ら
下
の
脚あ
し

全
体
が
赤
く
腫
れ
る

「
う
っ
滞
性
皮
膚
炎
」
を
併
発
し
、

立
ち
っ
放
し
の
お
仕
事
で
し
た

ら
、
脚あ
し
の
血
管
を
調
べ
て
み
た
方

が
良
い
と
思
い
ま
す
。
一
度
、
エ

コ
ー
診
断
装
置
で
検
査
を
お
受
け

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
」。

【
よ
く
あ
る
相
談
内
容
❷
】

　

先
日
、「
静
脈
内
部
の
逆
流
防

止
弁
が
壊
れ
て
い
て
、
下
肢
静
脈

瘤
を
発
症
し
て
い
る
」
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。私
の
脚あ
し

は
、ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
か
。

　
（
平
沼
医
師
）「
ご
安
心
く
だ
さ

い
。
こ
の
病
気
は
命
に
関
わ
っ
た

り
、
直
ち
に
ひ
ど
い
後
遺
症
を
抱

え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
症

状
が
軽
け
れ
ば
、
治
療
の
必
要
さ

え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
む
く
み
や
だ
る
さ
な

ど
の
症
状
が
強
い
場
合
は
、
こ
じ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、

治
療
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

治
療
で
は
、ま
ず
、弾
性
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
を
装
着
す
る
静
脈
圧
迫
療

法
を
検
討
し
ま
す
。
適
切
な
も
の

を
使
用
す
れ
ば
、
症
状
の
改
善
が

期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
典
型
的

な
症
状
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
の

で
、
エ
コ
ー
検
査
で
脚あ
し

の
静
脈
に

明
ら
か
な
逆
流
が
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
手
術
で
す
っ
き
り
と
治
る

可
能
性
が
高
く
、
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も

よ
い
と
思
い
ま
す
」。

■
脚あ
し
の
血
管
の
悩
み
や
下
肢
静
脈

瘤
の
相
談
は
、
直
接
、
茅
ケ
崎
中

央
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

☎︎
０
４
６
７・８
６・６
５
３
０

茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３

潰
瘍
（
皮
膚
が
た
だ
れ
た
状
態
）

や
色
素
沈
着
（
広
範
囲
の
シ
ミ
）

を
つ
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
装
着
や
手
術

　

治
療
に
は
、「
弾
性
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
」
と
い
う
医
療
用
の
靴
下
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
現
在

は
幅
広
い
種
類
が
あ
り
ま
す
。
自

分
に
合
っ
た
適
切
な
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

重
症
化
し
て
い
た
り
、
弾
性
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
治
療
が
難
し

い
場
合
な
ど
に
、
手
術
が
検
討
さ

れ
ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
を
静
脈
の

中
に
滑
り
込
ま
せ
て
、
内
側
か
ら

高
周
波
や
レ
ー
ザ
ー
で
焦
が
し
て

塞
ぐ
手
術
法
「
血
管
内
焼
灼
術
」

は
、
キ
ズ
が
小
さ
く
、
従
来
の
方

法
よ
り
も
痛
み
や
内
出
血
な
ど
が

抑
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
現
在
で
は
、
医

療
用
接
着
剤
を
静
脈
に
注
入
す
る

「
血
管
内
塞
栓
術
」
も
普
及
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

逆流防止弁

皮膚がもり上がり
ボコボコに！

血管内焼灼術

カテーテル（針金のよ
うな道具）を静脈の中
に滑り込ませて、血管の内側から治療する

下肢静脈瘤
かしじょうみゃくりゅう

茅ケ崎中央病院
心臓血管外科 部長

平沼 進 医師

健康生活お役立ち新聞健康生活お役立ち新聞
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